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◎おもな組み立て順序

　1. 床の組み立て

　2. 壁の組み立て

　3. 屋根の組み立て

　4. 仕上げ



ルーフィングフェルト（棟キャップ下地）、

ドアの取っ手×２、ドア金物一式

76㎜　ネジ

50㎜　ネジ

50㎜　釘　棟キャップ用

45㎜　仕上げ釘

短い 軒下の板

長い 軒下の板

軒下のトリム

コーナートリムボード

屋根パネル  (標準屋根のみ）

屋根キャップ

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉　キューポラ 屋根

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉　キューポラ サイドパネル

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉　ベンチ　座面

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉　ベンチ　脚

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉 二段屋根用　ロング屋根ｺｱﾌ゙ﾛｯｸ

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉 二段屋根用　屋根垂木

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉 二段屋根用　フェイス･レール

〈ｵﾌ゚ｼｮﾝ〉 二段屋根用　屋根パネル

側根太

長い 床根太

短い 床根太

デッキパネル

センターデッキピース

床コアブロック

ファイバーグラス　スクリーンファイバーグラス　スクリーン

長い 屋根垂木

短い 屋根垂木

棟キャップ

屋根コアブロック

鼻隠し

壁パネル

ドアパネル（ドア枠）ドアパネル（ドア枠）

オールシーズンガゼボ



※ オプション

※オプション

　ｷｭーﾎ゚ﾗ

二段屋根

オールシーズンガゼボ　　6角形10フィート

約 3910㎜

約 3000㎜

約 3380㎜

約 3450㎜

約 3150㎜

約 305㎜

約 305㎜約 305㎜

　　　　　　　　約 1060×1060㎜

　　　　　　　　約 1090×1900㎜

約 998kg

床根太、構造材：2x4材（40x90㎜）使用

2015 JSTYLE



約 4110㎜

約 3680㎜

約 4570㎜

約 3960㎜

約 3250㎜

約 305㎜

約 305㎜約 305㎜

　　　　　　　　約 1060×1060㎜

　　　　　　　　約 1090×1900㎜

約 998kg

※ オプション

※オプション

　ｷｭーﾎ゚ﾗ

二段屋根

床根太、構造材：2x4材（40x90㎜）使用

オールシーズンガゼボ　　8角形12フィート

2015 JSTYLE



組み立てには、電動工具またはハシゴが必要です。
十分注意して使用して下さい。

◎用意するもの

　・電動ドライバー（ｲﾝﾊ゚ｸﾄ）

　・金づち、釘抜き

　・水平器

　・６’（約1800mm）の脚立

　・メジャー

　・プラスのﾄ゙ﾗｲﾊ゙ （ーまたはﾋ゙ｯﾄ）　・プラスのﾄ゙ﾗｲﾊ゙ （ーまたはﾋ゙ｯﾄ）

　・スコップ

　・鉛筆

　・のこぎり  など

　・ステープルガン（タッカー）
　　　※p7 床のスクリーン張りの際に使用します。無い場合は、小さな釘などをご用意ください。
　　　※ホームセンター等で～1000円ほどで購入できます。（100円shopでも300円程で購入可）

オールシーズンガゼボシダーシェッド ガゼボシリーズ



長い根太を側根太の中に並べ、その中心に床コアブロックを置きます。長い根太の片側は矢印のようにカット
されているのでそちら側を側根太の接合部に合わせます。６角形ガゼボの場合は６本、８角形の場合は８本あります。
そして３インチ（76㎜）ネジを３本使って、長い根太と側根太をそれぞれ接合し、床コアブロックと長い根太もネジ留め
します。　図1、2参照

※床コアブロックは、６角または８角形のブロックで、屋根コアブロックと同じ形をしています。

3本の3ｲﾝﾁﾈｼ゙で留める

側根太

床コアブロック

                                                                                  側根太

長い根太

　　　　　　床ｺｱﾌ゙ﾛｯｸ

　　　　　　　　　　　　　　角度を付けて3ｲﾝﾁﾈｼで留゙める

長い根太

※ ｲﾗｽﾄは６角形

8角形

オールシーズンガゼボは、水平な地面の上に組み立てることが大切です。組み立ては最終設置場所で
行ってください。設置場所の水平を確認することは非常に重要です。この段階で水平を確実にしておかないと、
のちに壁や屋根の水平を調整することは非常に困難になります。

床を組み立てていきます。
まず外枠となる、側根太を取り出し下図のように並べます。側根太は両端が斜めにカットされているもので、
６角形ガゼボの場合は６本、８角形の場合は８本あります。

床の組み立て

オールシーズンガゼボ



※次ページで゚この上にデッキを取り付けるので、ｽﾃー ﾌ゚ﾙの頭（釘の頭）が
　 飛び出ないよう（根太の上面と段差が出ないよう）してください。
　 また、長い根太と側根太には必要以上に留めないようにしてください。

根太を完全に覆って
打ち付けます。

　　　
　
　　　余分な部分はカット

※イラストのブロックは多角形ですが、厚50㎜x200～300㎜の四角い平板など、
　　ご用意できるもので結構です。

※ブロックが外枠からあまりはみ出ないようにします。

基礎ブロックの上に組み上がった床根太を置きます。
ブロックは、厚み50㎜ほどものを用意し、根太同士の接合部や床コアブロック下へ置かれるように配置します。
図4参照。６角形なら１４個（6角形の場合は出入り口にも）、８角形なら１７個置きます。

水平器を使ってあらゆる箇所を確認し、必要であればブロックと根太の間に詰め木などを挟んだり、
地面の土を取り除いたりして高さを調整します。
先に外側に配置されているブロックを水平にし、それに合わせて内側のブロックを調整していくと良いでしょう。

グラスファイバースクリーンを取り付けます。スクリーンは虫の侵入を防ぎます。グラスファイバースクリーンを取り付けます。スクリーンは虫の侵入を防ぎます。
床根太がすべて覆われるように敷き詰めたら、ステープルガン（タッカー）を使って根太に打ち付け、余分な
スクリーンはカットします。　ステープルガン（タッカー）がない場合は小さい釘などで留めます。

※６角形の場合は出入り口にも置きます。

3ｲﾝﾁﾈｼ゙で留める

3ｲﾝﾁﾈｼ゙で角度をつけて留める

※ ｲﾗｽﾄは６角形

短い根太

短い根太も取り付けます。６角形の場合は12本、８角形は16本あります。
斜めにカットされている側は長い根太に、平らにカットされている側は外枠に、それぞれ３インチ（76㎜）
ネジを使って留めます。

オールシーズンガゼボ



大小のデッキパネルを根太の上に並べます。３インチ（76㎜）ネジを使ってデッキの両端にそれぞれ
１本ずつ根太に対して留め、すべてのデッキパネルを取り付けます。

　※ はじめにすべてのデッキパネルを並べ、バランスを見ながらネジ留めすると良いでしょう。
　※ ネジは必ず根太に対して留めるようにしてください。

3ｲﾝﾁﾈｼ゙で留める

デッキパネルを取り付けます。

オールシーズンガゼボ



床の完成です。

6角形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8角形

6角形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8角形

最後にセンターデッキピースを取り付けます。６角形または８角形のセンターデッキピースを取り出し、
中心部に置きます。位置を整えたら３本の３インチ（76㎜）ネジを使って根太に対して留めます。

オールシーズンガゼボ



下図を参照し、取り付けるドアや窓パネルを確認します。

　・ ６角形 ： 窓パネル×５枚、ドア（ドア枠）×１

　・ ８角形 ： 窓パネル×７枚、ドア（ドア枠）×１

※イラストは８角形

オールシーズンガゼボ

壁の組み立て



　　　　　　　　　　　窓ﾊ゚ﾈﾙの柱

外側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最初に取り付けた
接合する壁ﾊ゚ﾈﾙの柱　  　　　　　　 窓ﾊ゚ﾈﾙの柱

　　　　　　　　　外側

ﾃ゙ｯｷﾊ゚ﾈﾙの
継ぎ目

窓パネルを取り付けていきます。
１枚の窓パネルをデッキの上にまっすぐ立て、角度が付いているパネルの柱をデッキの継ぎ目に
合わせるように置いたら、３インチ（76㎜）ネジを６本使って窓パネルをデッキに対して固定します。
図10、11参照

次に隣り合う窓パネルを取り出し、角度が付いた柱同士をぴったり合わせたら３インチ（76㎜）ネジを使って
まず窓パネル同士を接合し、それからデッキに対してもネジ留めします。　次ページ 図13参照

※ｲﾗｽﾄは８角形

6本の3ｲﾝﾁﾈｼ゙を使って
デッキに固定します。

オールシーズンガゼボ



３インチ（76㎜）ネジで左右交互に
窓パネル同士を接合する

※ｲﾗｽﾄは８角形

同じように残りの窓パネルも３インチ（76㎜）ネジを使って、壁同士を接合してからデッキに固定し、
ドア（ドア枠）も取り付けます。

オールシーズンガゼボ



壁パネル取り付け完成

※イラストは８角形

オールシーズンガゼボ



後のステップ（p16 鼻隠しの取り付け）で、長い垂木の位置の調整

が必要になってくるかもしれないので、ネジ留めは仮留め程度にしたり、

あらかじめ、fascia（鼻隠し）を長い垂木に当て、取り付け位置を

確認しながら長い垂木を留めたほうが良いかもしれません。

p16で取り付ける
fascia（鼻隠し）

屋根垂木を壁パネルに固定します。

１人がガゼボ中心に脚立を置いて上がり、屋根コアブロック
付きの垂木を壁パネル上部へ乗せ、壁パネル同士の継ぎ目
に切り込みが合うように乗せ支えます。

もうひとりはその合わせた箇所を３インチ（76㎜）ネジを使って
角度を付けて留めます。割れを防ぐためにあらかじめ下穴を
空けておくと良いでしょう。空けておくと良いでしょう。
次に対角の垂木を同じように取り付け安定させたら、残りの
垂木も取り付けてます。

屋根垂木は、６角形の場合は６本、８角形の場合は８本あります。

屋根コアブロック　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　長い屋根垂木　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り込み

　　　　　　　　　　　　屋根の組み立ては、ヘルパーと脚立が必要となります。
　　
はじめに長い垂木を取り付けます。
先に地上で１本の長い屋根垂木と６角形または８角形の屋根コアブロックを組み立てます。
垂木は切り込みがある側を下に向け、１本の３インチ（76㎜）ネジを使って角度を付けて留めます。
あらかじめ下穴を空けておくと留めやすいでしょう。　図15参照

※イラストは６角形

※イラストは８角形

屋根の組み立て

オールシーズンガゼボ



　　　1x6材（約18x150㎜）の軒下の板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

45㎜の仕上げ釘６本を使って
打ち付けます。

　　　                                                            　　　　　屋根垂木(short&long)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           壁パネル上部の枠板

soffitトリムsoffitトリム
（p23で取り付けます）

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁パネルの外壁材

Soffit （軒下の板）を取り付けます。

（この時点ではまだ短い垂木の切り込み側はネジ留めされていません）

　　・ ６角形ガゼボの場合：１８枚（Shortx12枚, Longx6枚）

　　・ ８角形ガゼボの場合：２４枚（Shortx18枚, Longx8枚）

soffit（軒下の板）は、長い垂木～長い垂木の間にそれぞれ３枚
取り付けます。〈長い垂木〉と〈短い垂木〉の間には短いsoffit、
真ん中には長いsoffitが取り付けられるので、壁パネル上部へ真ん中には長いsoffitが取り付けられるので、壁パネル上部へ
soffitを置き、まだ完全に固定されていない短い屋根垂木とぴったり
合うようにしたら、６本の45㎜仕上げ釘でそれぞれ打ち付けます。

※短い垂木の直ぐ下にsoffitが張られない部分出来ますが、
　 後のステップ（p23)のsoffitトリムで覆われるようになります。

　　　　　　　　　　　短いsoffit（軒下の板）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁パネル上部

　長いsoffit（軒下の板）

短い屋根垂木を取り付けます。

短い垂木の取り付け位置は、soffit（軒下の板）によって決められます。図16参照
まず、短い屋根垂木の切り込みを下に向け、壁パネル上部にのせます。そして反対側の斜めにカットされている
面を長い屋根垂木にぴったり合わたら、２本の３インチ（76㎜）ネジで角度をつけて留めます。図16参照

角度をつけて
留める

短い垂木

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長い垂木

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軒下の板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短い垂木

オールシーズンガゼボ



鼻隠し

※イラストは８角形

屋根垂木をヘッダー（壁パネル上部）へ完全に固定する前に、鼻隠し（fascia)を取り付けます。

鼻隠しを取り出し、長い垂木～長い垂木の間を渡すように取り付けていきます。鼻隠しの両端は
長い垂木の角度に合うように斜面カットされているので、１人が鼻隠しの端の斜面同士がぴったり
合うところで持ち、もう１人が反対側の端を斜面同士がぴったり合わせます。そして２本の50㎜仕上げ釘を
使って長い垂木に対して留めます。合わない場合は長い垂木の位置を調整します。

すべての鼻隠しを取り付けたら、長い垂木と短い垂木をヘッダー（壁パネル上部）へ完全に固定します。

鼻隠し（fascia)の取り付け

オールシーズンガゼボ



フェイスレール

レールサポート

フェイスレールの取り付け
フェイスレールは両端に取り付けられているサポート板の平らな面がガゼボの外側、斜面カットされている面が
ガゼボの内側になるよう向きを確認して、2段屋根垂木同士の間にセットします。そしてフェイスレールの平らな面と
2段屋根垂木の軒側に位置する小柱の前面と同一平面上になるように調整したら、２本の２インチ（50㎜）ネジを使って
2段屋根垂木に固定し、その下の長い屋根垂木に対しても２本の２インチ（50㎜）ネジで固定します。　
図20、21参照

2段屋根垂木をガゼボ本体に固定していきます。
脚立を使って、接合した2段屋根垂木とロング屋根コアブロックを先に取り付けた長い垂木のすぐに上へ置きます。
そして2段屋根垂木から長い垂木に向かって３本の３インチ（76㎜）ネジで固定します。残りの2段屋根垂木も長い垂木
の上に置き、３本の３インチ（76㎜）ネジで長い垂木に留め、ロング屋根コアブロックに対しても角度を付けてそれぞれ
固定していきます。
ロング屋根コアブロックは先に取り付けた、1段目の屋根コアブロックの真上に位置します。図20参照

先に地上で１つの2段屋根用の垂木と６角形または８角形のロング屋根コアブロックを接合します。
下図を参照し垂木の向きを確認したら、接合する屋根コアブロックの上面と垂木の上部に段差が出ないように
高さを合わせます。そして１本の３インチ（76㎜）ネジを使って角度を付けて留めます。あらかじめ下穴を空けて
おくと留めやすいでしょう。図19参照

３ｲﾝﾁﾈｼ゙で留める

ﾛﾝｸ゙屋根ｺｱﾌ゙ﾛｯｸ

2段屋根垂木

オプション　二段屋根

オールシーズンガゼボ



屋根垂木 小柱とフェイスレールの前面を
揃える

2段屋根の完成

ロング屋根コアブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2段屋根セクションを長い屋根垂木に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り付ける

　長い屋根垂木

　フェイスレール

短い屋根垂木

　　　　　↑
      フェイスレール

オプション　二段屋根

オールシーズンガゼボ



下段の屋根ﾊ゚ﾈﾙ

上段の屋根ﾊ゚ﾈﾙ

2段屋根ｾｸｼｮﾝ

ガゼボの室内側から屋根パネルを垂木に固定していきます。
３インチ（76㎜）ネジを使って、屋根パネル裏に通っている約18㎜の板から長い垂木に向かって
角度をつけて留めます。１枚のパネルに８本のネジを使って、すべての屋根パネルを固定します。

オプションの2段屋根；同様にガゼボの室内側から３インチ（76㎜）
ネジを使って、下段は屋根パネル裏に通っている約18㎜の板から
長い垂木に向かって、上段は2段屋根用垂木に向かって、
角度をつけて留めます。１枚のパネル（上下それぞれ）に４本の
ネジを使って、すべての屋根パネルを固定します。

屋根パネルを取り付けます。
屋根パネルをヘルパーと一緒に持ち上げ垂木の上に置き、長い屋根垂木の巾半分に屋根パネルが
かかるように位置を調整し取り付けていきます。

※オプションの2段屋根の場合；６角形は12枚、８角形は16枚の屋根パネルがあり、下段から取り付けます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図23参照）

屋根フェルト

※2段屋根の場合も同様です。

屋根の組み立て
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オールシーズンガゼボ

オプション　ベンチ



※ いちばん下に通っている屋根垂木に留まるよう

 　 2本の釘の間はなるべく離さず、内側に向かって角度を付けて

　　打ち付けると良いでしょう。

3段目以降の棟ｷｬｯﾌ゚は
前段より7 1/2”(約190㎜)
離し置く

棟ｷｬｯﾌ゚下端より8 1/2”(約216㎜)
上がった所に2ｲﾝﾁの屋根釘を
使って打ち付ける

3段目～の棟ｷｬｯﾌ゚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2段目に取り付ける棟ｷｬｯﾌ゚

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　約216㎜

↑最初の棟ｷｬｯﾌ゚

↑最初の棟ｷｬｯﾌ゚

◎オプションのキューポラを購入した場合； 棟キャップの取り付けが頂上の30㎝ほど手前まできたら、

　 組み立てたキューポラをのせ、屋根に取り付けます。　→ 組み立てと取り付けはp22

最初に取り付ける
　　　　　　棟ｷｬｯﾌ゚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２段目の棟ｷｬｯﾌ゚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約6㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約12㎜

棟ｷｬｯﾌ゚ ※ｲﾗｽﾄは2段屋根仕様（ｵﾌ゚ｼｮﾝ）

棟キャップの取り付け
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小さい屋根キャップ

　　 　　　　　多い気屋根キャップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角度が付いた
　　　　　サイドパネル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サイドパネル

・ サイドパネルの角度のついた面同士を２インチ(50㎜)ネジ２本使ってそれぞれ接合します。
　 ６面または８面、すべてが接合されたら大きいキャップを頭にのせ水平にします。
　 そして３インチ（76㎜）ネジを３本使って大きいキャップからサイドパネルに対して固定します。

・ 小さいキャップを２インチ（50㎜）ネジを２～３本使って取り付けます。

・ 組み上がったキューポラを屋根に取り付けます。キューポラのサイドパネルの継ぎ目と屋根パネルの
　 継ぎ目のラインを合わせ、３インチ（76㎜）ネジを使って屋根パネルに対して固定します。
　 キューポラの底部は屋根にフィットするように角度がついています。　 キューポラの底部は屋根にフィットするように角度がついています。

・ 最後に、前ページで途中まで取り付けた棟キャップを仕上げます。
　 キューポラにぴったり合うよう重ねる部分を調整しますが、うまく調整できない場合は最後の１～２枚をカットして
　 調整します。　

　　　

オプション 　キューポラ
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壁パネルの柱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁パネルの内外壁材（本実ﾊ゚ﾈﾙ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーナートリム

最初に、Soffit Trim（軒下のﾄﾘﾑ）を取り付けます。
短い屋根垂木の直ぐ下に小さなスペースがあるので、それを隠すように45㎜の仕上げ釘で打ち付けます。
Soffit Trimは、1x2材（厚 約18×巾 約50㎜）。　p15参照

コーナートリムを取り付けます。
コーナートリムは、1x4材（厚 約18×巾 約90×長 約2100㎜）で、片面が斜面カットされています。
この斜面同士を合わせると、ガゼボのコーナーに合うはずです。
コーナートリムを持ち上げ、上部の長い屋根垂木の底部にぴったり合わせたら、８本の45㎜仕上げ釘でコーナートリムを持ち上げ、上部の長い屋根垂木の底部にぴったり合わせたら、８本の45㎜仕上げ釘で
壁パネルの柱の打ち付け固定します。
（電気配線をする場合は、このコーナートリム内の隙間から電線を内部へ通すことが出来ます。）

ガゼボコーナー（柱部分）を上から見た図

トリム （Soffit Trim と Corner Trim）の取り付け

屋根キャップ

3ｲﾝﾁﾈｼ゙で取り付ける

　　　　　　　　　　　　　　　屋根キャップの取り付け

オプションのキューポラを購入されてない場合は、屋根の頂点に屋根キャップを取り付けます。
棟キャップの上に水平になるように置いたら、３インチ（76㎜）ネジを３本使って留めます。
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※イラストは８角形　（ｵﾌ゚ｼｮﾝ：二段屋根＆キューポラ）

【輸入元】　高広木材株式会社 J STYLE

これで完成です。
組み立てを楽しみながら作業を行って頂けたでしょうか。
お好みの色で塗装し、ガゼボ製品のご使用を永くお楽しみください。

ご不明点等ありましたら販売店までご連絡下さい。

組み立て完成
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